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図 -3　遠心模型実験の断面図（実物換算値）
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＊土木学会論文集 B3( 海洋開発 ), Vol.78, No.2, 2022,
土木学会 , pp.I_577-I_582 掲載

図 -10　過剰間隙水圧比の時刻歴 (P2)

図 -11　実験後の地表面変位（Case4，5，6，7 の土槽中心測線）

人工排水材による液状化時のボイリング被害抑止工法の地表面変状
抑制効果の検証

Evaluation of the Reduction in the Ground Surface Deformation by Applying 
the Shallow Vertical Drain to Prevent Sand Boils Induced by Liquefaction

Binh Nguyen 1), 佐々 真志 2), 上野 一彦 1), 浅田 英幸 3), 田代 聡一 4)

Binh Nguyen 1), Shinji Sassa 2), Kazuhiko Ueno 1), Hideyuki Asada 3) and Soichi Tashiro 4)

　本工法は地震時の液状化に伴うボイリング発生を抑制し、
地表面の大きな変状や起伏が生じるのを防ぐことで、被災救
助の緊急車両や復旧工事車両等の通行を可能にすることを
目的としている。既報では遠心模型実験と浸透流解析によ
り、人工排水材の打設間隔1.2m、打設長3.0mの条件で、液
状化層から上層への水圧の伝播を防ぎボイリングを抑制可
能なことを確認し、液状化の発生自体を抑止する従来型の
排水工法に対し、改良仕様を大幅に低減できることを示し
た。本研究ではボイリングの被害、即ち、地表変状をどの程
度抑制しうるかを定量的に評価検証した結果、最大不陸量は
１割以下に留まり、人工排水材を用いた本工法の適用によ
り、ボイリングによる地表面変状を9割抑制しうることを実証
した。
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1）土木部門　土木本部　土木設計部
2）JFE シビル（株）

＊第 15 回地盤改良シンポジウム論文集 , 2022,
日本材料学会 , pp.95-100 掲載

P 波の振幅減衰を利用した薬液改良地盤のリアルタイム可視化

Real-Time Visualization of Chemical Grouting Using P-Wave Amplitude 
Attenuation

山下 航洋 1), 堤 彩人 1), 山本 敦、 1), 榊原 淳一 2)

Koyo Yamashita 1), Ayato Tsutsumi 1), Atsushi Yamamoto 1) and Junichi Sakakibara 2)

図 -1　実験コンセプト

図 -16　発振 ch1→受信孔 1ch4の振幅減衰

図 -9　水道水とMB水の経時変化比較

　本研究は、薬液注入による地盤改良に対して、注入時の薬
液浸透状況の可視化を試みるものである。地盤改良では出
来形を目視確認することができず、特に改良中の挙動につい
ては不明な部分が多い。薬液の練混ぜ水としてマイクロバブ
ル水を使用することで、従来は固結した改良土に適用されて
いた音響トモグラフィ法による薬液の浸透状況のリアルタイ
ム可視化の可能性を検討した。模型土層を作製して浸透状
況に変化をつけて注入と測定を実施することで比較したとこ
ろ、音波の発振位置と受信位置を結ぶ波線経路上への薬液

の到達と振幅減衰に関係が見られた。また、マイクロバブル
が改良土の品質、出来形に影響を及ぼすことがないか確認
するために注入模型実験に先立ってゲルタイム試験、一軸圧
縮試験を実施して水道水で作液した薬液の結果と比較し
た。以上の試験結果より、マイクロバブル水を作液に用いた
薬液は改良品質に影響を及ぼさないこと、マイクロバブル水
を作液に使用することで薬液改良地盤の注入中の挙動を把
握することが可能となった。
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